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要  約 

















































































１分間当たり 100 回と定め、100 回のテンポをメトロノ
ームによって胸骨圧迫実施者を誘導した。圧迫部位は、
Resusci Anne の乳頭間の正中線の胸骨上とした。なお実
施者は、10 名。29 歳から 44 歳までの健康な男性である。 
 
胸骨圧迫の左右偏りの分析 






















































腹部側正中線法 55％ 45％ 
頭部側正中線法 46％ 54％ 
側胸部法 46％ 54％ 
表２ アプローチ方法別 胸部圧迫面積の左右の割合 
 
圧迫された形状を解析すると、側胸部法の場合のみ、
すべての実施者から Resusci Ann 乳房部付近の圧迫痕が
認められた。すべてが胸骨圧迫実施者の指先であり、圧

























































































































































































































































A Comparison on the Effectiveness of Chest Compression Location in the 
Sternum Compression Method 
-The midsternal line vs. the lateral chest side- 
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